
項　目　名 事務局庁舎空調設備等修繕

担当課

令和２年度

総務費 　１ 事業概要

総務管理費 　　　　事務局本庁舎は、本組合が平成７年に現建屋（昭和５２年度竣工）を取得・改修し、

一般管理費 　　 事務局執務室等として活用するとともに、平成１１年には、共同処理事務の増加に伴

　　 い利便性の向上等を図るため、事務局分庁舎を竣工し現在に至っている。

（単位：千円） 　　　　近年、建屋（空調設備等）の老朽化による影響（不具合）が生じている状況を踏ま

13,835

0 　　 修繕対応を行う。

　　　【事務局庁舎 空調設備修繕】

（単位：千円） 　　　　　 ○令和２年度　本庁舎（２階・３階）空調設備修繕費　〈 １３,８３５千円 〉

金　額 　　　　　 ○令和３年度　本庁舎（１階）・分庁舎空調設備修繕費　〈 １２,８８１千円 〉

国庫支出金 　　　【事務局庁舎 外壁等修繕】

県支出金 　　　　　 ○令和４年度　本庁舎外壁、分庁舎外壁・屋上防水修繕費　〈 １３,９８１千円 〉

地方債 10,300

その他

市町負担金 3,535

13,835

事業の概要
会計名

一般会計

款

項

目

令和２年度予算額

令和元年度予算額

　　 えるとともに、今後の庁舎管理等を見据え、事務局庁舎の適正な維持管理に必要な

令和２年度当初予算案 事業別概要

計

区　　　分

財
源
内
訳

1

年　　度
総　務　課

正副管理者会議 資料２
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項　目　名 廃棄物処理施設 インフラ長寿命化計画策定業務

担当課

令和２年度

衛生費 　１ 事業概要

①不燃物処理費

②し尿処理費

①環境クリーンセンター管理費

②施設管理費

（単位：千円）

11,844 　　 　 [長寿命化計画策定業務委託費]

0

　　　　 　 ①環境クリーンセンター（不燃物処理施設）　〈 ５,３８５千円 〉　

（単位：千円） 　　　　　  ②因幡浄苑（し尿処理施設）　〈 ６,４５９千円 〉　

金　額

11,844

11,844

2

会計名

福祉環境課

事業の概要

項

　　  からも当該施設に係る長寿命化計画を策定する。

その他

市町負担金

一般会計

款

年　　度

令和２年度予算額

令和元年度予算額

目

計

区　　　分

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

　　 　　国の「インフラ長寿命化基本計画」に基づき各省庁が策定した「インフラ長寿命化計画

　　（行動計画）」を踏まえ、市町村及び一部事務組合は、令和２年度まででの「インフラ長寿命

　　  化計画（行動計画）」の策定を求められている。なお、環境省は廃棄物処理施設（最終処

　　  分場を除く）を策定の対象と位置付けており、長期的視点での適正な施設管理を図るうえ

地方債
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項　目　名 因幡浄苑 凝集膜分離装置等修繕

担当課

令和２年度

衛生費 　１ 事業概要

し尿処理費 　　　　因幡浄苑での処理工程において基幹設備である凝集膜分離装置は、経年劣化等に

施設管理費 　　 伴い、集水軸及び膜の損傷が著しいことから、処理水に影響が生じないようこれらの取

　   替修繕を行う。 

（単位：千円）         また、併せて、施設処理水槽のうちアンモニア（窒素）の影響によりとりわけ腐食の進

97,223      行が激しい、し尿投入槽及びし尿貯留槽の防食塗装修繕を行い、施設の適正な運転管

86,526 　   理を図る。

　　　　〇凝集膜分離装置修繕費 １台  〈 ４２,５７０千円 〉　

～全３台のうち２台は令和元年度修繕対応済み

（単位：千円） 　　　　〇し尿投入槽及びし尿貯留槽防食塗装修繕費　〈 ５４,６５３千円 〉　

金　額

72,800

24,423

97,223計

区　　　分

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

市町負担金

一般会計

款

項

目

令和２年度予算額

令和元年度予算額

3

年　　度
福祉環境課

事業の概要
会計名
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≪因幡浄苑処理フロー図≫ 

 

凝集膜分離装置 

し尿受入槽 

し尿貯留槽 
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名称 設置台数 
常時稼働 
台数 

主な目的 交換周期 
令和２年度 
交換台数 

凝集膜分離装置 
３台 

（集水軸 3本/台、 

凝集膜 100枚/台） 

２台 
色素・ＣＯＤ・リン等
のろ過 

約５～６年ごと 
（令和元年度に２台交換） 

1台 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜膜装置イメージ図（凝集膜）＞                           ＜膜装置内部写真＞ 

 

 

 

汚泥 

集水軸 

因幡浄苑凝集膜分離装置修繕 
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因幡浄苑し尿受入槽及びし尿貯留槽修繕 

 

名称 寸法・容量 腐食状況 

し
尿
受
入
槽 

 

＜寸法＞ 

Ｌ＝ 6.15m 

Ｗ＝  9.0m 

Ｈ＝  2.5m 

 

＜容量＞ 

 138.38㎥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       塗装剥離１                塗装剥離２ 

し
尿
貯
留
槽 

 

＜寸法＞ 

Ｌ＝ 7.55m 

Ｗ＝ 15.3m 

Ｈ＝  3.5m 

 

＜容量＞ 

 404.30㎥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 壁塗装・配管腐食              天井塗装剥離 
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項　目　名 可燃物処理施設建設事業

担当課

令和２年度

衛生費 　１ 事業概要

可燃物処理費

ごみ処理施設建設費

（単位：千円） 　　 　　①工事関連経費 〈 ５,７８５,６１４千円 〉

5,825,359

1,360,676 　     　　　・ (債)　可燃物処理施設建設工事（平成３０年度～令和４年度）  

　　　   ②その他経費 〈 ３９,７４５千円 〉

　     　　　・ 環境影響評価事後調査業務

　  　　   　・ 施設周辺管理業務　等

（単位：千円）

金　額

国庫支出金 2,270,000

県支出金

地方債

その他

市町負担金 3,555,359

5,825,359計

財
源
内
訳

4

年　　度

項

目

区　　　分

事業の概要
会計名

一般会計

款

令和元年度予算額

　　 目指し工事を進めているところであり、令和２年度は、現地工事２年目となる。

施設建設課

令和２年度予算額

　　    可燃物処理施設建設工事は、令和元年８月に現地工事に着手し、令和４年７月末の完成を

　  　　   　・ (債)　プラント建設に係る設計・施工監理委託業務（平成３０年度～令和４年度） 
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１．年度別事業費
（単位：千円、税込）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

208,000 346,680 238,627 793,307

市町負担金 208,000 346,680 238,627 793,307

985,500 5,718,600 11,777,400 2,168,100 20,649,600

国庫支出金 460,236 2,262,000 4,082,000 680,000 7,484,236

市町負担金 525,264 3,456,600 7,695,400 1,488,100 13,165,364

16,265 59,984 67,014 69,109 9,028 221,400

国庫支出金 2,301 8,000 8,000 0 18,301

市町負担金 16,265 57,683 59,014 61,109 9,028 203,099

25,909 4,923 30,832

市町負担金 25,909 4,923 30,832

　事業費計 233,909 362,945 1,289,034 5,785,614 11,846,509 2,177,128 21,695,139

　市町負担金合計 233,909 362,945 826,497 3,515,614 7,756,509 1,497,128 14,192,602

※国庫支出金は見込額。

２．組織市町負担金（概算）
（単位：千円、税込）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 合計

　市町負担金 233,909 362,945 826,497 3,515,614 7,756,509 1,497,128 14,192,602

鳥取市 200,635 310,935 707,564 3,007,784 6,636,081 1,280,868 12,143,867

岩美町 10,012 15,716 35,747 153,281 338,184 65,275 618,215

智頭町 6,105 9,418 21,530 90,527 199,730 38,551 365,861

若桜町 2,853 4,483 10,165 43,066 95,017 18,340 173,924

八頭町 14,304 22,393 51,491 220,956 487,497 94,094 890,735

※令和3年度以降は、令和2年度当初予算の負担割合で試算

３．備考

運営管理費の組織市町の負担割合については、今後東部広域負担金条例で定める。

運営管理費見込 ： 664,400千円／年（消費税込（10％））　　※消費税率変更に合わせて運営管理費は見直されます。

　②建設工事費

　①敷地造成工事費

区分

区分

事業費

可燃物処理施設建設工事に係る年度別事業費及び組織市町負担金

　④関連工事費

　③設計監理及び施工監理等委託費
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項　目　名

担当課

令和２年度

　１ 事業概要

　　　　消防庁舎の老朽化及び耐震不足を解消するため、本組合消防庁舎整備基本方針に

　　 基づき、年次的に消防庁舎の新築整備を行う。

　　　　①委託業務費　〈 ５,６６５千円 〉

（単位：千円）              ・ 地盤変動影響調査（事後調査）業務

281,463 　　　　②工事費　〈 ３８,３１５千円 〉

389,227              ・ 外構工事、旧庁舎解体工事

　　　　①委託業務費　〈 ６,３７０千円 〉

             ・ (債)　工事監理業務（令和２～３年度）　

　　　　②工事費　〈 １７８,０２６千円 〉

             ・ (債)　新築工事（令和２～３年度)  ～ 令和２年度は全体工事費の約４割

　　　　①委託業務費　〈 ５３,０８７千円 〉

（単位：千円）              ・ 設計（基本、実施）業務

金　額              ・ 地質調査業務、地盤変動影響調査業務

  ２ 債務負担行為の設定

   　   〇事　 項　八頭消防署智頭出張所 新築事業費

196,400    　   〇期　 間　令和３年度

   　   〇限度額　２９１,１５３千円（工事監理業務１０,０５９千円/新築工事２８１,０９４千円）　
85,063    　   ※[令和２～３年度合計]

281,463

会計名

消防費

区　　　分

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他
市町負担金

　　　　　　　　　　　４７５,５４９千円（工事監理業務１６,４２９千円/新築工事４５９,１２０千円）

項 消防費

計

目

5 消防庁舎 新築事業

年　　度
消防総務課

事業の概要

消防施設費

令和２年度予算額

一般会計

　　【八頭消防署】 （構造）ＲＣ造２階建　（延面積）９９２.２３㎡

款

　　【八頭消防署智頭出張所】 （構造）ＲＣ造平屋建　（延面積）約 ６５０㎡

　　【八頭消防署用瀬出張所】

令和元年度予算額
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R元
年度

2 3 89 10 11 128 71 2 3 4 5 612 9 10 113 4 5 6

八頭消防署

智頭出張所

用瀬出張所

1 275 8 9 10 1112 1 2 3 4

庁舎建設工程表（予定）

建設署所

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

4 5 6 67 8 9 10 11 7

運用開始

庁舎完成

参考

※庁舎完成から運用開始までの間に、指令系設備の移設工事（別途）がある。

旧庁舎解体・外構

運用開始

庁舎完成
庁舎建設

地盤変動影響調査（事後）

旧庁舎解体・外構

地盤変動影響調査（事後）

設計完成 設計精査

基本・実施設計
運用開始

庁舎完成
庁舎建設

設計完成 設計精査

旧庁舎解体・外構

地盤変動影響調査（事後）

地盤変動影響調査（事前）地質調査
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八
頭
消
防
署
智
頭
出
張
所
に
つ
い
て

○
現
消
防
庁
舎

構
造
：
鉄
骨
造
・
平
屋
建

延
床
面
積
：
２
７
８
．
２
５
㎡

敷
地
面
積
：
６
６
１
．
５
３
㎡

開
設
年
月
日
：
昭
和
５
４
年
１
０
月
１
日

耐
用
年
数
：
３
８
年

附
属
施
設
：
ホ
ー
ス
タ
ワ
ー

○
新
消
防
庁
舎

構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
平
屋
建

延
床
面
積
：
６
５
０
．
５
７
㎡
（
う
ち
、
車
庫
（
資
器
材
庫
、
消
毒
室
等
含
む
）
部
分
で
2
3
0
㎡
、

ポ
ン
プ
室
2
5
㎡
、
身
障
者
用
駐
車
場
2
5
㎡
）

敷
地
面
積
：
２
，
１
２
３
㎡

開
設
予
定
：
令
和
３
年
度
中

耐
用
年
数
：
５
０
年

附
属
施
設
・
設
備
：
ホ
ー
ス
タ
ワ
ー
、
身
障
者
用
駐
車
場
、
給
排
水
設
備
（
井
戸
及
び
受
水
槽
、
浄

化
槽
、
滅
菌
装
置
、
附
属
す
る
ポ
ン
プ
）
、
自
家
発
電
設
備
（
燃
料
用
・
少
量

危
険
物

施
設
）
、
受
電
設
備
、
駐
輪
場
、
オ
イ
ル
ト
ラ
ッ
プ
、
救
急
消
毒
室
、

出
動
準
備
室
、
多
目
的
室
、
相
談
室

※
下
線
部
は
、
現
消
防
庁
舎
に
は
な
い
施
設
及
び
設
備
と
な
る
。

○
工
事
費

○
建
設
工
期

令
和
２
年
1
1
月
か
ら
令
和
３
年
1
2
月
予
定

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度

合
計
（
円
）

工種

建
築

1
0
3
,8
8
1
,0
0
0

1
6
4
,0
2
1
,8
8
0

2
6
7
,9
0
2
,8
8
0

電
気

3
8
,2
8
3
,0
0
0

6
0
,4
4
7
,4
2
0

9
8
,7
3
0
,4
2
0

機
械

3
5
,8
6
2
,0
0
0

5
6
,6
2
4
,7
0
0

9
2
,4
8
6
,7
0
0

合
計
（
円
）

1
7
8
,0
2
6
,0
0
0

2
8
1
,0
9
4
,0
0
0

4
5
9
,1
2
0
,0
0
0

（
外
観
予
定
図
）
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八頭消防署智頭出張所建替えに伴う基本設計
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複層塗材E吹付外流しﾃﾗｽ屋根:ｱﾙﾐ既製品

複層塗材E吹付

立 面 図

複層塗材E吹付

ｱﾙﾐ笠木 ｱﾙﾐ笠木

ｱﾙﾐ笠木

ｱﾙﾐ庇
ｱﾙﾐ庇

ｱﾙﾐ庇

庇鼻:SUS溝型鋼 焼付塗装

ｺｰﾅｰ:SUS溝型鋼 焼付塗装

Y1

北側立面図南側立面図

東側立面図

西側立面図

ﾌﾛﾝGL鋼板竪ﾊｾﾞ葺き
Y4 Y3 Y2 Y3 Y4

X1 X3 X7

X7 X3 X1X4

X4

八頭消防署智頭出張所

X5X6 X2

旗ﾎﾟｰﾙ：ｱﾙﾐ製5ｍ

A-16 2019.10
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項　目　名

担当課

令和２年度

　１ 事業概要

　　 体制の更なる充実を図る。

（単位：千円）

72,116

102,693

            

（単位：千円）

金　額

国庫支出金

県支出金

地方債 57,400

その他 680

市町負担金 14,036

72,116計

消防施設費

令和２年度予算額

区　　　分

令和元年度予算額

目

財
源
内
訳

一般会計

款 消防費

項

6 高規格救急自動車 更新整備

年　　度
消防総務課

事業の概要

　　　　長期間使用により老朽化した車両を年次計画に基づき更新する。

会計名

消防費

　　　　なお、令和２年度は、高規格救急自動車（２台）の更新整備を行い、迅速かつ的確な救急

　　　　〇高規格救急自動車 （高度救命処置用資機材含む）　２台　

    　　　　　※うち１台は、災害対応特殊高規格救急自動車（緊急消防援助隊登録車両）とする。

                   〔鳥取消防署〕　平成２２年度配備車両の更新　〈 ３６,０５８千円 〉

                   〔鳥取消防署東町出張所〕　平成２４年度配備車両の更新　〈 ３６,０５８千円 〉
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災害対応特殊高規格救急自動車（鳥取消防署・鳥取消防署東町出張所配備予定）

参考ベース車両
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項　目　名

担当課

令和２年度

　１ 事業概要

　　 基本ＯＳのサポート終了に伴うセキュリティ対策として、一部機器の更新を行ったところである。

（単位：千円） 　　 に、耐用年数（５年）が経過している機器のうち、障害が生じた場合指令システムに重大な影響

76,780 　　 を及ぼす危険性がある機器、及び保守部品の調達が困難になる機器について、更新整備を行う。

59,832

（単位：千円）

金　額

76,780
76,780計

区　　　分

財
源
内
訳

国庫支出金

地方債

その他
市町負担金

　      消防緊急通信指令システムは、運用開始して６年が経過する中、令和元年度にはシステム

目 消防施設費

　　　  令和２年度は、システムの機器適正化に伴う中間更新対応として、令和３年度と併せ年次的

県支出金

令和２年度 令和３年度

令和元年度予算額

消防費

7 消防緊急通信指令システム機器適正化（更新）事業

年　　度
情報指令課

事業の概要
会計名

７６,７８０千円 ６０,３９０千円

令和２年度予算額

一般会計

款 消防費

項

機器適正化（更新）事業費

項目/施行(予定)年度
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※緑字は、令和元年度に実施した「消防緊急通信指令システム長寿命化対応業務委託」で更新済みの機器です。
※赤枠は、令和２年度更新予定機器です。
※青枠は、令和３年度更新予定機器です。

消防緊急通信指令システム構成イメージ

【表示盤】

【支援情報】 【多目的情報】【車両運用】

【指令台１】 【指令台２】

【指揮台】 【無線統制台】

【指令制御装置】

【非常用指令設備】

【自動出動指定装置】

【長時間録音装置】

【気象情報収集装置】

【順次指令装置】【災害状況等自
動案内装置】

【プリンタ】 【カラープリンタ】
【スキャナ】

【電源設備】

DC -48Ｖ

DC 13.8Ｖ

AC 100Ｖ

【システム監視装置】

【車両動態位置
管理装置】

【FOMA網

接続ルータ】

【メール119

受信装置】

【経路探査装置】

【消防用高所監視施設】

【現場映像送信装置】

【消防庁舎敷

地監視カメラ

受信装置】

【複合機】

【ルータ】

【地図メンテナンス装置】

【車両運用端末装置】

【経路探査サーバ】

【道路網データ修正装置】

【外部連携サーバ】

【メールアドレス

管理サーバ】

【情報共有サー

バ装置】

【全国瞬時警報
システム受信装置】

現場

【指令用放送設備】

署所

広域イーサ網

【電源設備】 【駆付電話】

作戦室

事業者向け
IP-VPN網

固定119番

携帯119番

IP119番

専用
加入
転送…等

加入回線
加入回線

インターネット網

FOMA網

FOMA網/無線
Xi網

【消防ネットワーク設備】

【無線設備】

【無線バックアップ】

【支援システム】

【パターンデータ

管理装置】

【着信表示灯制御装置】

【ライブラリ世代管理装置】

【救急医療

情報検索

装置】

【消防庁舎
敷地監視
カメラ】

Xi網

【映像配信蓄積サーバ】

【映像受信装置】

【表示盤表示

制御装置】 【電子黒板】

【FAX119受

信設備】

【データメンテナンス装置】

【統合型位置情報通知装置】

【映像制御装置】

【表示盤表示

制御装置】

【音声合成装置】

【署所端末】【指令電送出力装置】

【指令電送

送信装置】

【ネットワーク設備】

【デジタル無線GW装置】
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